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講師紹介
オクターブ・ラボ 田中洋次

• 大学の機械工学科を卒業の後、国内外の大手自動車会社
向けに生産設備を設計製作する会社において、機械設計、
設計・生産管理、生産準備などの機械技術系の職務を幅
広く経験。

• その後、オートデスク社にて、主に製造業のお客様向け
に設計ソリューションの紹介・啓蒙・コンサルティング
の業務に従事。CADの製品知識と製造業での実務経験を
もとに、ユーザの業務に適合した提案ができるのが強み。

• Blog：https://note.com/yo420186

https://note.com/yo420186


agenda

1. トップダウン設計とは？

2. 設計ワークフローについて

3. スケルトン

4. パーツモデルの作成

5. アセンブリモデルの作成

▪ 使用ツール

▪ 主に、Inventor 2021を使って紹介

▪ Fusion360も簡単に紹介します

3D機械設計におけるトップダウン設計手法



トップダウン設計とは？



トップダウン設計手法

▪ トップダウン設計とは？

▪ 上位レベルで定義した設計基準を、その設計基準を下位のレベルの設計に渡すことに
よって設計を進める手法（テクニック）です。

▪ トップダウン設計では、設計計画、製品・設備の構造化と、上位と下位の設計間での設
計情報の共有に重点を置きます。

▪ トップダウン設計における設計基準

1. 設計の意図・要件

2. 設計の構成（ストラクチャ)

3. 設計情報を共有するコンテナ（スケルトン）

▪ トップダウン設計手法のメリット

▪ 上位→下位に情報が共有されるので、設計変更に対し、最小限の手間で対応できる

▪ 設計ワークフロー（次章説明）の考え方と合致

構想設計から詳細設計まで使えるテクニック



トップダウン設計とボトムアップモデリングとの比較
完成形は同じでも、作成手順は全く異なる







設計ワークフローについて



LODを意識した設計ワークフロー

LOD100 LOD200 LOD300 LOD400

どんな業界でもLODで仕事を進めている

プロット 脚本 絵コンテ 撮影

プロット ネーム 下絵 ペン入れ

LOD : Level Of Development 



LOD100～200構想設計→ LOD300 詳細設計

▪ 例）手巻きウインチ

▪ 参考資料：専門基礎ライブラリー実例で学ぶ機械設計製図
豊橋技術科学大学高等専門学校教育連携プロジェクト (著)

自社の設計内容に合わせて、それぞれのLODですべきことをルール化する



LOD100

▪ アイデアをまとめて、基本仕様をまとめるフェーズ

▪ 人間1人で操作すること、

▪ 揚程 = 10m

▪ 巻き上げ荷重 = 10kN（約1,000Kgf)

▪ ・・・

概念設計

参考資料：専門基礎ライブラリー実例で学ぶ機械設計製図



LOD100

▪ 基本仕様を基にスケルトンを作成

▪ エクセル表から設計仕様取り込み

▪ パーツモデルを利用する

▪ 主要な寸法、形状を表す。

▪ あまり、作りこみをしない

概念設計のスケルトン



LOD200

▪ 基本仕様が設計として成立するよう、基本構造、形状をまとめる

▪ 概念設計の仕様を守りつつ、新たな設計仕様、形状、構造をまとめていく

▪ 分解、組立て性などの取り合いの確認は、都度、投影図で確認

構想設計



LOD300

▪ 実際に部品の加工、組立、購入品手配などができるよう、
詳細な設計仕様、形状をまとめる

▪ 構想設計で決めた内容を守りつつ、詳細部分を設計していきます。

詳細設計



LOD100

LOD200

LOD300



スケルトン



スケルトン：イケールユニット

1. 設計の意図・要件

▪ シャフト取付け用のイケール

2. 設計の構成（ストラクチャ)

▪ プレート

▪ サイドプレート

▪ アングル

▪ ボルト締結

3. 設計情報を共有するコンテナ

▪ 右の図のパーツ（スケルトン）

▪ 主要寸法

▪ 各構成要素の形状

▪ その他

上位の設計のコンテナ＝スケルトン





パーツモデルの作成



パーツモデル

1. 派生パーツの機能を使って、スケルト
ンパーツの内容を取り込む（派生）

▪ ジオメトリ情報

▪ サーフェス、ソリッド、スケッ
チ・作業オブジェクト

▪ パラメータ情報

2. 取り込んだ情報を元に形状を作成する

▪ 派生したスケッチのジオメトリをそ
のまま利用

▪ 派生したパラメータの値を利用

◆スケルトンが変更されれば、派生パーツ
の内容も変更される

派生パーツの機能を使って、上位の設計仕様を下位の設計に取り込む





アセンブリモデルの作成



アセンブリモデル

▪ 各パーツを原点に配置するだけ

▪ アセンブリ拘束は不要

▪ スケルトンで各パーツの位置関係
が示されているから

派生パーツをアセンブリモデル上に配置する







アセンブリモデル

▪ 考え方は同じ、派生パーツの機能を使う

▪ 構想設計モデルをスケルトンとして扱う

▪ 構想設計モデルもパーツで設計する

構想設計から詳細設計へのトップダウン





Fusion 360



Fusion360でのトップダウン設計

▪ Inventorと考え方は同じ

1. スケルトンに相当するデザインを作成

2. 主要寸法は名前を付け、お気に入りに
登録

スケルトンの作成



Fusion360でのトップダウン設計

1. 新規デザイン

2. 派生を挿入

1. スケルトンを選択

3. スケルトンのジオメトリを利用して、
各部品を作成

▪ 新規コンポーネントとして作成

派生の機能を使って、デザインを完成する





まとめ



まとめ

1. トップダウン設計とは？

▪ 構想設計から詳細設計まで使えるテクニック

▪ Inventorはもちろん、Fusion360でも活用できる

2. 設計ワークフローについて

▪ 概念設計→構想設計→詳細設計などワークフローを意識した設計

3. スケルトン

▪ 上位の設計仕様のコンテナー

4. パーツモデルの作成

▪ 派生パーツの機能を上手に活用

5. アセンブリモデルの作成

▪ 作成の効率が良く、設計変更に対応でき、流用設計がしやすいアセンブリ

3D機械設計におけるトップダウン設計手法
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